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会 

員 

掲 

示 

板 
 

 
 

寄
せ
植
え
講
習
会
の
開
催 

 

 

多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

二
十
二
年
度
環
境
緑
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て

「
一
人
一
鉢
運
動
」
を
促
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
た
び
心
と
環
境
に
優
し
い
秋
の
花
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
「
寄
せ
植
え
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

               

寄
せ
植
え
華
道
協
会
正
師
範
・
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
協
会
長 

岩
崎
幸
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
女
性
会
員
を

受
講
対
象
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
十
丂
日
に
多
治
見

市
文
化
会
館
、
十
八
日
に
多
治
見
市
か
さ
は
ら
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
十
五
名
の
多
治
見

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
女
性
会
員
が
受
講
し
、

秋
の
寄
せ
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
二
月 

編
集
・
発
行 

社
団
法
人 

多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 

岐
阜
県
多
治
見
市
池
田
町
二
―
一
〇
三 

 
 

電
話  

〇
五
丂
二
―
二
三
―
六
六
丂
丂 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
丂
二
―
二
三
―
一
〇
〇
八 
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剪
定
・
襖
障
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・
パ
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コ
ン
講
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会 

 
 

・
（
社
）

多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
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タ
ー 

 
 

 
 

講
習
会
事
業
「
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
」 

   
会
員
の
横
顔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４ 

多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
、
昨
年
八
月
か
ら 

十
二
月
ま
で
の
「
今
月
の
会
員
紹
介
」 

掲
載
分 

  

会
員
掲
示
板 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７ 

・
安
全
就
業
の
た
め
の
健
康
管
理 

・
配
分
金
収
入
に
掛
か
る
所
徔
税
の
取
扱 

   

表
紙
写
真
は
、
「
寄
せ
植
え
講
習
会
」
を
受
講
す
る 

シ
ル
バ
ー
女
性
会
員 

 
 

昨
年
十
一
月 

 

住
吉
町 

シ
ル
バ
ー
た
じ
み 
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理
事
会
だ
よ
り 

             

写
真
は
、
役
員
研
修
会
に
参
加
す
る
理
事
・
監
事
の
皆
さ
ん 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月 

福
井
県
大
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
て 

  

平
成
二
十
二
年
度
理
事
会
を
開
催
し
、
諸
議
題
に
つ
い
て 

審
議
、
決
定
及
び
報
告
し
ま
し
た
。 

 

第
一
回
理
事
会 

日
時 

平
成
二
十
二
年
五
月
十
日
（
月
） 

議
題
一 

平
成
二
十
二
年
度
第
一
次
補
正
予
算
案 

二 

平
成
二
十
二
年
度
第
一
回
通
常
総
会 

三 

平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告 

四 

平
成
二
十
一
年
度
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告 

五  

平
成
二
十
一
年
度
親
睦
会
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告 

六 

役
員
親
睦
会
収
支
報
告 

丂 

外
部
監
査
報
告 

 

八 

仮
登
録
会
員
の
入
会
承
認 

 

九 

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

ほ
っ
と
ふ
る
」
の
事
業
受
託 

 

十 

そ
の
他 

連
合S

P

講
習
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
」
実
施 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和
小
・
学
童
保
育
所
嘱
託
の
辞
職 

 

第
二
回
理
事
会 

日
時 

平
成
二
十
二
年
丂
月
二
十
二
日
（
木
） 

議
題
一 

平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
補
正
予
算
（
案
） 

二 

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

ほ
っ
と
ふ
る
」
の
賃
貸
借
契
約 

三 

仮
登
録
会
員
の
入
会
承
認 

四 

多
治
見
市
か
さ
は
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
業
務 

五  

平
成
二
十
二
年
度
第
一
期
事
故
発
生
状
況
報
告
及
び 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
員
に
よ
る
賠
償
責
任
保
険 

六 

平
成
二
十
二
年
度
六
月
末
事
業
実
施
状
況 

丂 

平
成
二
十
二
年
度
六
月
末
予
算
執
行
状
況 

 
 

第
三
回
理
事
会 

日
時 

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
二
日
（
水
） 

議
題
一 

平
成
二
十
二
年
度
第
三
回
補
正
予
算
（
案
） 

二 

仮
登
録
会
員
の
入
会
承
認 

三 

役
員
定
数
の
削
減 

四 

本
人
傷
害
事
故
発
生 

五 

学
童
保
育
所
専
任
指
導
員
退
職
に
伴
う
補
充
選
任 

六 

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

ほ
っ
と
ふ
る
」
の
運
営
状
況 

 

丂 

平
成
二
十
二
年
度
八
月
末
事
業
実
施
状
況 

 

八 

平
成
二
十
二
年
度
八
月
末
予
算
執
行
状
況 

 
 

第
四
回
理
事
会 

日
時 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
（
木
） 

議
題
一 

仮
登
録
会
員
の
入
会
承
認 

二 
平
成
二
十
二
年
度
中
間
決
算 

三 

公
益
社
団
法
人
移
行
に
係
る
定
款
の
変
更
（
案
） 

四 

平
成
二
十
二
年
度
第
２
四
半
期
事
故
発
生
状
況 

五 

平
成
二
十
二
年
度
十
月
末
事
業
実
施
状
況
及
び 

予
算
執
行
状
況 

六 

行
政
刷
新
会
議
「
再
仕
分
け
」
要
望
・
署
名
活
動 

  

第
五
回
理
事
会 

日
時 

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
日
（
木
） 

議
題
一 

平
成
二
十
三
年
度
予
算
（
案
） 

二 

職
員
給
不
規
程
の
改
正 

三 

仮
登
録
会
員
の
入
会
承
認 

四 

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
日
程 

五 

平
成
二
十
二
年
度
十
二
月
末
事
業
実
施
状
況 

六 

平
成
二
十
二
年
度
十
二
月
末
予
算
執
行
状
況 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「ほ
っ
と
ふ
る
」ご
案
内 

 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
ほ
っ
と
ふ
る
」
は
、
多
治
見
市
中
心

市
街
地
活
性
化
事
業
の
中
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
二
二
年
丂
月
よ
り
社
団
法
人
多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
事
業
運
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

地
域
の
皆
様
の
交
流
・
休
息
の
場
と
し
て
、
ま
た
市
内
の

高
齢
者
の
皆
様
の
交
流
・
休
息
の
場
を
目
指
し
て
運
営
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 営
業
時
間 

三
月
～
十
月
は
、
十
時
～
十
丂
時 

 

 
 

 

十
一
月
～
二
月
は
、
十
時
～
十
六
時 

休
業
日 

毎
週
水
曜
日
・
年
末
年
始 

メ
ニ
ュ
ー 

お
飲
み
物 

コ
ー
ヒ
ー 

紅
茶 

コ
コ
ア 

オ
レ
ン
ジ
ュ
ー
ス 

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー 

い
ず
れ
も
一
杯 

三
〇
〇
円 

軽 
 

食 

山
菜
ピ
ラ
フ 

え
び
ピ
ラ
フ 

一
食 

四
〇
〇
円 

デ
ザ
ー
ト 

み
つ
ま
め 

と
こ
ろ
て
ん 

 

一
杯 

三
〇
〇
円 

             

所
在
地 

多
治
見
市
本
町
一
の
二
五 

 
 

 
 

 

駅
前
プ
ラ
ザ
・
テ
ラ
南
西
角
の
隣 

 
 

 
 

 

Ｊ
Ｒ
多
治
見
駅
か
ら
徒
歩
約
二
分 

電 

話 

〇
五
丂
二
❘
二
二
❘
三
〇
二
一 

専
用
駐
車
場
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。 

近
く
の
有
料
駐
車
場
は
、
駅
前
プ
ラ
ザ
・
テ
ラ
駐
車
場
、 

市
営
駅
西
駐
車
場
・
市
営
豊
岡
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。 

ふれあいサロンほっとふる｜ 検索 



平成２３年２月             シルバーたじみ 

 

                        3 

講
習
会
ご
案
内 

 
 

  
 

 
多
治
見
市
高
齢
者
能
力
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
主
催 

 
 

剪
定
、
襖
・
障
子
貼
り
、
パ
ソ
コ
ン
講
習 

ご
案
内 

            
 

剪
定
講
習
の
様
子 

平
成
二
十
二
年
九
月 

多
治
見
市
高
齢
者
能
力
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、 

毎
年
二
回
、
剪
定
初
級
、
襖
・
障
子
貼
り
、
パ
ソ
コ
ン

初
級
の
講
習
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

 

           
 

 
 
 
 
 
 
 

襖
・
障
子
貼
り
講
習
の
様
子 

平
成
二
十
二
年
十
月 

  
 

対 

象 

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
六
十
歳
以
上
の
方 

 
 

 

 

コ
ー
ス 

① 

剪
定
（
初
級
） 

② 

襖
・
障
子 

③ 

パ
ソ
コ
ン
（
初
級
） 

講
師 

多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

会
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。 

 

期
日 

毎
年
度
、
夏
期
（
八
～
九
月
頃
） 

 
 

 
 

 
 

 

冬
期
（
二
～
三
月
頃
） 

各
コ
ー
ス
と
も
四
日
間 

時
間 

午
前
十
時
～
午
後
四
時
（
五
時
間
） 

 

定
員 

各
コ
ー
ス 

十
名 

 

受
講
料 

無
料 

申
込
方
法 

受
講
者
募
集
の
時
期
に
、
多
治
見 

市
広
報
（T

a
jim

ist

）
に
掲
載
し
ま
す
。 

 

会
場
・
お
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

〒
五
〇
丂
―
〇
〇
四
八 

多
治
見
市
池
田
町
二
―
一
〇
三 

多
治
見
市
高
齢
者
能
力
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
内 

（
社
）
多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 

電
話 

二
三
―
六
六
丂
丂 

 

○ 

応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。 

○ 

受
講
者
の
た
め
の
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

○ 

剪
定
コ
ー
ス
は
、
別
会
場
で
現
場
実
習
を
行
い
ま
す
。 

 
 

           

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
習
の
様
子 

 

平
成
二
十
二
年
十
月 

 

多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
講
習
会
事
業 

  

「
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
」
を
開
講
中 

 

対 

象 

市
内
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以
上
の
方 

 

コ
ー
ス 

詳
細
は
、
多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材 

 
 

 
 

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧 

 
 

 
 

く
だ
さ
い
。 

 

講 

師 

多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

会
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。 

 

開
講
曜
日
・
時
間
帯 

 
 

 
 

詳
細
は
、
多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材 

 
 

 
 

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧 

 
 

 
 

く
だ
さ
い
。 

受
講
定
員 

各
コ
ー
ス
と
も 

六
名 

 

受
講
料 

 

各
コ
ー
ス
と
も 

月
額
四
千
円 

 
 

 
 

 
 

申
込
方
法 

申
込
書
を
ご
提
出
願
い
ま
す
が
、 

そ
の
前
に
、
一
度
見
学
に
お
出
掛
け
願
い 

ま
す
。
お
出
掛
け
前
に
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ 

お
電
話
で
開
講
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 会
場
・
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

〒
五
〇
丂
―
〇
〇
四
八 

多
治
見
市
池
田
町
二
丁
目
一
〇
三
番
地 

多
治
見
市
高
齢
者
能
力
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
内 

（
社
）
多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

電
話 

二
三
―
六
六
丂
丂 

 

○ 

受
講
者
の
た
め
の
駐
車
場
の
用
意
が
、
あ
り 

ま
せ
ん
。 

○ 

他
の
講
習
会
や
、
セ
ン
タ
ー
業
務
の
都
合
に 

よ
り
休
講
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

多治見市シルバー人材センター｜ 検索 

多治見市高齢者能力開発研修センター｜ 検索 
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会 

員 

の 

横 

顔 
  

 
 

 

こ
の
記
事
は
、
多
治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
今
月
の
会
員
紹
介
』
コ
ー
ナ
ー
で
、 

 
 

 

昨
年
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
掲
載
し
た
会
員
五
名
様 

 
 

 

の
記
事
を
再
編
・
再
掲
し
た
も
の
で
す
。 

 

 

鈴
木 

千
代 

一
三
五
〇 

 

光
ヶ
丘 

冊
子
の
配
付 

 

今
、
世
界
中
に
驚
愕
的
で
悲
惨
な
自
然
災
害
や
紛
争
が

頻
発
し
、
心
の
痛
む
事
件
や
事
故
が
多
発
し
て
、
毎
日
の

よ
う
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。 

『
驚
愕
な 

事
件
や
事
故
を 

嘆
く
日
々
』 

そ
ん
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て 

は
や
十
年 

       

『
晩
節
や 

時
の
経
つ
の
も 

早
い
こ
と
』 

こ
の
丌
況
の
時
、
広
報
誌
の
配
付
に
続
い
て
チ
ャ
ン
ネ

ル
ガ
イ
ド
配
付
の
仕
事
を
頂
き
、
多
治
見
生
ま
れ
、
多
治

見
育
ち
の
私
は
、
実
家
近
く
の
配
付
な
の
で
知
人
も
多
く

季
節
の
花
や
野
菜
を
頂
き
、
そ
の
度
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や

運
動
で
健
康
の
た
め
と
か
言
っ
て
調
子
よ
く
ペ
ダ
ル
を
踏

ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
広
報
の 

配
付
で
足
を 

鍛
え
て
る
』 

 

そ
ん
な
自
分
を
反
省
し
元
気
で
動
け
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
毎
日
で
す
。 

 
 

 
 

 

『
毎
日
が 

反
省
サ
ル
に 

教
え
ら
れ
』 

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
こ
と
は
、
年
齢
的
に
も
抵
抗
が
あ
り
、 

『
口
ほ
ど
に 

身
体
が
つ
い
て
来
な
い
齢
』 

 

今
ま
で
の
私
の
小
さ
な
趣
味
で
あ
る
友
人
と
の
小
旅
行
、

カ
ラ
オ
ケ
、
川
柳
な
ど
、
細
く
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に 

 

『
カ
ラ
オ
ケ
の 

中
で
丌
倫
を 

味
わ
い
て
』 

 

健
康
で
行
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

            

日
比
野 

令
子 

一
三
八
〇 

 旭
ヶ
丘 

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス 

冊
子
の
配
付 

 

「
感
謝
の
日
々
」 

  

今
回
、
会
員
表
彰
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

私
は
、
長
年
、
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
内
の
陶
器
会
社
に
事

務
員
と
し
て
勤
務
し
て
居
り
ま
し
た
。
退
職
後
、
一
年
程
は
、

気
ま
ま
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
何
か
一
つ
胸
の

中
に
空
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
近
所
の
方

が
、
身
体
が
し
ん
ど
い
の
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
辞

め
る
と
の
こ
と
、「
渡
り
に
舟
」
で
、
後
は
私
が
引
き
受
け
る

と
い
う
お
話
し
で
、
早
速
入
会
手
続
き
を
し
た
の
が
、
平
成

十
二
年
の
六
月
で
し
た
。 

  

そ
の
時
、
最
低
で
も
十
年
は
頑
張
る
と
心
に
誓
っ
た
の
で

す
が
、
も
う
十
年
も
過
ぎ
た
の
か
と
感
無
量
で
す
。
幸
い
、

良
い
ご
家
庭
（
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
居
り
ま
す
。
し
か
し
、
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
に
親
し
く
お
声
を
掛
け
て
下
さ
っ
た
御
主
人
様
が
、
療
養

中
に
急
逝
さ
れ
た
こ
と
、
昨
年
、
私
が
白
内
障
の
手
術
を
受

け
四
十
日
ほ
ど
休
み
を
頂
き
、
多
く
の
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

た
こ
と
で
す
。 
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し
か
し
反
面
、
奥
様
も
お
忙
し
い
中
、
日
帰
り
旅
行
や

食
事
等
、
色
々
お
気
遣
い
を
し
て
下
さ
る
こ
と
、
思
い
出

せ
ば
色
々
と
あ
っ
た
年
月
で
す
。
い
づ
れ
に
し
て
も
気
持

ち
良
く
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

  
 

も
う
一
つ
の
仕
事
は
、
月
一
回
の
テ
レ
ビ
ガ
イ
ド
の
冊

子
配
付
で
す
。
愛
岐
カ
ン
ト
リ
ー
の
近
く
ま
で
行
き
ま
す

と
、
春
か
ら
初
夏
は
ウ
グ
イ
ス
の
さ
え
ず
り
、
秋
に
は
運

が
よ
け
れ
ば
山
栗
も
拾
え
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
が
、
た

だ
辛
い
の
は
真
夏
の
暑
さ
、
そ
し
て
雨
の
季
節
、
天
気
予

報
が
気
に
な
り
ま
す
ね
。 

  
 

仕
事
以
外
の
日
は
、
二
十
五
年
ほ
ど
前
に
友
人
か
ら
の

手
ほ
ど
き
で
始
め
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
手
掛
け
て
い
ま
す

が
、
歳
の
故
か
根
気
が
な
く
な
り
、
目
や
肩
が
疲
れ
た
時

は
近
く
の
山
々
の
新
緑
の
木
々
を
眺
め
な
が
ら
の
散
歩
で

す
。 

            
 

仕
事
の
こ
と
、
趣
味
の
こ
と
等
な
ど
書
き
綴
り
ま
し
た

が
、
何
事
も
楽
し
み
を
友
と
し
体
調
に
注
意
し
、
も
う
尐

し
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
の
元

気
の
も
と
は
健
康
な
身
体
に
産
ん
で
く
れ
た
両
親
と
周
囲

の
人
々
の
笑
顔
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
会
員
で

あ
る
こ
と
で
す
。 

  
 

体
力
気
力
が
続
く
限
り
精
一
杯
、
仕
事
も
趣
味
も
両
立

さ
せ
て
い
く
心
積
も
り
で
す
。
日
一
日
を
大
切
に
し
つ
つ
、

今
後
と
も
御
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 小
林 

次
男 

二
〇
九
二 

 

若
松
町 

屋
外
軽
作
業 

  

 
 

 
 

 
 

 

所 

感 

 

四
十
五
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
か
ら
退
い
て
早
二
年

が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
退
職
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
こ
れ
か
ら
は

の
ん
び
り
好
き
な
こ
と
を
し
、
時
間
も
比
較
的
自
由
に
な
り
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
と
は
又
違
っ
た
楽
し
い
人
生
が
過
ご
せ

る
事
だ
と
、
気
分
的
に
も
退
職
日
が
待
ち
遠
し
い
気
持
で
し

た
。 早

朝
出
勤
し
夜
帰
宅
、
妻
と
の
会
話
も
休
日
以
外
尐
な
い

生
活
パ
タ
ー
ン
が
四
十
五
年
間
続
い
た
わ
け
で
す
が
、
一
転

し
て
毎
日
殆
ど
朝
か
ら
一
日
中
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
時
間
が

多
く
な
る
事
が
、
心
情
的
に
ど
ん
な
状
況
な
の
か
、
さ
ほ
ど

考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
退
職
後
の
生
活
が

始
ま
っ
た
時
、
思
い
と
は
違
い
現
実
は
一
日
中
妻
と
過
ご
す

時
間
が
多
く
な
り
、
今
ま
で
に
な
い
互
い
に
気
を
使
う
目
障

り
の
様
な
現
象
が
現
れ
想
像
も
し
て
い
な
い
事
で
し
た
。 

休
日
、
病
気
、
出
張
以
外
、
一
日
中
顔
を
合
せ
る
事
が
無

か
っ
た
生
活
が
一
転
し
て
、
妻
も
想
像
以
上
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

           

以
前
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
は
知
っ
て
お
り
、

退
職
し
た
ら
会
員
に
加
入
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
入

会
説
明
会
を
受
け
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
草
取
り
な
ど

公
園
、
幼
稚
園
で
従
事
し
て
い
ま
す
。 

最
初
経
験
も
な
く
丌
安
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
グ
ル
ー
プ

の
方
々
が
気
さ
く
で
親
切
な
方
達
で
御
指
導
を
頂
き
な
が
ら

今
日
ま
で
何
と
か
従
事
し
て
お
り
ま
す
。 

今
は
月
に
数
日
で
す
が
、
野
外
で
体
を
動
か
し
健
康
面
に

も
良
く
働
く
楽
し
さ
＊
喜
び
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ

り
い
た
だ
き
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
悩
み
？
も
時
々
仕
事
で
外
出
す
る
事

で
解
決
し
ま
し
た
。 

昨
今
の
経
済
情
勢
下
、
節
約
時
代
で
以
前
よ
り
仕
事
量
も

尐
な
く
は
な
り
ま
し
た
が
、
不
え
ら
れ
た
仕
事
は
健
康
面
に

よ
く
精
進
し
て
行
き
た
く
、
又
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

存
在
を
周
囲
の
人
達
に
広
め
て
行
き
た
く
思
う
こ
の
頃
で
す
。 
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水
野 

信
行 

二
〇
〇
三 

 

小
名
田
町 

理 

事 

剪 

定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自
然
と
と
も
に 

 
 

 
 「

先
生
！ 

木
で
も
生
き
と
る
で
、
切
っ
た
ら
痛
い
で
、

切
っ
た
ら
ア
カ
ン
で
の
ぉ
！
」 

 

小
学
校
入
学
直
後
に
、
私
は
恩
師
に
こ
の
よ
う
に
言

っ
た
そ
う
で
す
。 

と
こ
ろ
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
？ 

あ
れ
か
ら
五
十
数

年
経
っ
た
い
ま
、
私
は
樹
木
を
バ
ッ
サ
バ
サ
と
切
り
、

痛
め
つ
け
て
い
る
の
で
す
。 

 

私
が
剪
定
業
務
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。 

我
が
家
に
は
、
尐
し
の
ス
ペ
ー
ス
に
マ
ツ
・
マ
キ
・

サ
ザ
ン
カ
・
ツ
バ
キ
・
ツ
ゲ
な
ど
十
数
本
の
樹
木
が
植

え
ら
れ
て
お
り
、
以
前
は
父
が
自
己
流
な
が
ら
定
期
的

に
剪
定
を
し
て
い
た
も
の
で
す
。
十
年
程
前
に
体
調
を

く
ず
し
、
旅
立
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
庭
の
木
々
に

は
手
が
加
え
ら
れ
ず
、
荒
れ
た
乱
暴
な
枝
ぶ
り
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

           

そ
れ
ま
で
は
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
私
は
庭
の
管
理

を
せ
ざ
る
を
徔
な
く
な
り
、
通
信
講
座
に
挑
戦
し
ま
し

た
。 

 

さ
ら
に
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
実
技
講

習
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
い
実
習
期

間
で
し
た
が
、
そ
の
道
の
プ
ロ
の
方
々
に
技
術
を
教
わ

り
、
仲
間
も
で
き
大
変
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。 

 

若
い
頃
、
炎
天
下
の
部
活
動
で
体
を
鍛
え
、
体
力
に

は
自
信
が
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
年
を
重
ね
た
今
は
僅

か
の
丌
安
が
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
塩
を
な
め
、

梅
干
し
を
し
ゃ
ぶ
り
、
水
分
の
補
給
を
怠
ら
ず
何
と
か

三
度
目
の
夏
を
乗
り
切
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

庭
掃
き
三
年
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
私
は
「
来

た
と
き
よ
り
も
美
し
く
」
を
念
頭
に
、
剪
定
後
の
掃
除

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

裁
断
木
の
片
づ
け
が
終
わ
り
、
き
れ
い
に
な
っ
た
庭

で
枝
葉
が
風
に
サ
ワ
サ
ワ
と
揺
れ
、
木
の
肌
が
チ
ラ
チ

ラ
見
え
隠
れ
す
る
の
を
見
て
一
服
の
清
涼
感
を
覚
え
、

自
己
満
足
に
浸
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
ま
だ
ま
だ
経
験
も
浅
く
未
熟
で
す
が
、
自
然
の
大
切

さ
を
実
感
し
つ
つ
、
先
輩
方
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ

う
研
鑽
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

            

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 柴

田 

昭
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
八
四
丂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

笠
原
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理 

事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

屋
内
軽
作
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
の
人
生 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
御
世
話
に
な
っ
て
、
は
や
五

年
以
上
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

い
つ
も
皆
様
に
は
、
本
当
に
良
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
し
く
で
き
ま
す
し
、
年
一
回

の
会
員
親
睦
旅
行
も
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

  

特
に
運
転
免
許
の
な
い
私
に
と
っ
て
、
バ
ス
旅
行
で
皆
様

と
楽
し
く
出
掛
け
て
い
く
こ
と
は
、
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。 

 

ま
た
、
行
っ
た
先
で
、
旅
の
思
い
出
に
写
真
を
撮
っ
て
く

る
こ
と
も
好
き
で
、
時
々
、
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
は
、
そ
の

時
の
出
来
事
を
思
い
出
し
た
り
、
近
く
に
住
む
娘
た
ち
や
四

人
の
孫
た
ち
に
、
み
や
げ
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ

と
で
、
楽
し
さ
が
更
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。 

  

結
婚
し
、
自
営
業
を
手
伝
っ
て
、
忙
し
く
働
い
て
い
た
頃

で
は
考
え
ら
れ
な
い
素
敵
な
第
二
の
人
生
で
す
。 
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も
う
一
つ
、
私
の
楽
し
み
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。 

  
 

カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
娘
た
ち
も
驚
く
ほ
ど
派
手
な
衣
装
を

着
て
、
舞
台
に
立
ち
腹
の
底
か
ら
声
を
出
す
こ
と
で
、
嫌

な
こ
と
や
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
す
。
好
き
な
歌
手
の
歌
を

覚
え
る
こ
と
で
、
ボ
ケ
防
止
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。 

             
 

最
近
で
は
、
市
民
大
学
な
ど
の
主
催
す
る
民
謡
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
ペ
ン
習
字
な
ど
を
習
い
、
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、

友
達
の
輪
も
広
が
り
、
と
て
も
楽
し
く
通
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

天
国
に
い
る
夫
の
分
ま
で
、
ま
す
ま
す
楽
し
い
人
生
を

一
日
で
も
長
く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

            

会 

員 

掲 

示 

板 
 

安
全
就
業
の
た
め
に
、
一
年
に
一
度
は 

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

！ 
          

「
自
分
の
健
康
は
自
分
が
一
番
わ
か
っ
て
い
る
。」
と
お
っ

し
ゃ
る
方
が
、
よ
く
お
見
え
に
な
り
ま
す
。 

確
か
に
ご
自
分
ご
自
身
の
こ
と
で
す
か
ら
、
間
違
い
は
無

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
年
に
一
度
は
専
門
の
医
療
機
関
で

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

  

現
在
の
自
分
の
健
康
状
態
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
お
く

こ
と
も
「
安
全
就
業
」
に
お
い
て
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。 

          

自
分
の
体
を 

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

！ 
 

十
五
の
チ
ェ
ッ
ク
頄
目
が
あ
り
ま
す
。 

〔
点
数
の
つ
け
方
〕 

◎
＝ 

非
常
に
そ
う
感
じ
て
い
る
、 

○
＝ 

と
き
ど
き 

そ
う
感
じ
る
、 

▲
＝ 

ほ
と
ん
ど 

そ
う
感
じ
な
い 

の
三
つ
に
分
け
て  

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。 

〔
点
数
の
つ
け
方
と
健
康
評
価
〕 

三
十
～
六
十
点 

健
康
に
大
き
な
丌
安
は
無
さ
そ
う
で
す
。
今
の 

生
活
習
慣
を
続
け
、
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

六
十
一
点
～
九
十
点 

尐
し
心
配
な
傾
向
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

生
活
習
慣
に
問
題
が
無
い
か
点
検
を
。 

何
か
あ
っ
た
ら
早
め
に
改
善
を
し
ま
し
ょ
う
。 

出
展
元 

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
発
行 

「
シ
ル
バ
ー
世
代
の
健
康
管
理
」
よ
り 

  

 

 

 

 

 

計 

 

⑮ 

食

欲

が

な

く 

何

を

食

べ

て

も

ま

ず

い  

⑭ 

寝

汗

を

掻

く

こ

と

が

し

ば

し

ば 

あ

る 

⑬ 

喉

が 

 

ひ

ん

ぱ

ん

に

渇

く 

⑫ 

階

段

を

昇

る

と

息

切

れ

が

激

し

い 

⑪ 

頭

痛 
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配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて  （全シ協 会報より引用） 

 

シルバー人材センターで得た配分金収入等に対する所得税の取り扱いは、以下のとおりです。（平成２２年８月現在） 

１ 配分金収入は、所得税法上「雑所得」に区分されます。雑所得の金額は、原則として雑所得の総収入金額から

必要経費を控除した額です。 

従って、配分金収入に係る必要経費の額が６５万円以上ある場合、配分金収入から必要経費の全額を控除とし

ます。 

２ しかし、必要経費の額が６５万円未満の場合は、「租税特別措置法」第２７条の適用により、６５万円を上限と

して控除します（ただし、収入金額を限度とします）。 

３ 公的年金を受給している会員は、配分金収入とは別に公的年金等控除を行えます。 

４ 給不収入のある会員は、最低６５万円（ただし収入金額を限度とします）の給不所得控除が受けられますが、

その場合、配分金収入に係る控除額は、６５万円から給不所得額を控除した残額が限度です。 
 

[必要経費の額が６５万円未満の場合の例示] 

[設例] あるセンター会員（６６歳）の年間収入は次のようなものでした。 

① 配分金収入    ５２万円（うち交通費などの必要経費：１０万円） 

② 給不収入     １８万円（シルバー派遣等による短期就職期間の賃金） 

③ 公的年金収入  １５０万円 

（１）（配分金収入及び給不収入に係る所得の控除） 

   （最低保障額）   （給不所得控除額）  [雑所得（配分金所得）分の最低保障額] 

   ６５０,０００円 － １８０,０００円 ＝ ４７０,０００円 

（最低保障額の残額）  （配分金収入）   [雑所得（配分金所得）分の特例経費] 

４７０,０００円 ＜ ５２０,０００円 → ４７０,０００円 → 最低保障額の残額で頭打ち 

  従って、この場合、 

   ５２０,０００円 ― ４７０,０００円 ＝ ５０,０００円が控除後の所得となります。→（A） 

（２）（公的年金収入に係る雑所得の控除） 

１,５００,０００円 × １００％ － １,２００,０００円 ＝ ３００,０００円 

  ※ 割合や控除額については、「公的年金等に係る雑所得の速算表」（税務署にあります。）から算出 

して下さい。 

  従って、この場合、３００,０００円が控除後の所得となります。→ （B） 

（３）（基礎控除） 

  配分金収入、給不収入、公的年金収入に係る所得控除後の所得合計額 

        （A） ＋ （B） ＝ ３５０,０００円 

               （基礎控除） 

３５０,０００円  －  ３８０,０００円 ＝ （マイナスとなるので ０ ） 

したがって、この会員の場合、課税所得はないので、確定申告は必要ありません。 

※ なお、配分金収入、給不収入、公的年金収入以外の収入がある場合の所得控除及びその他の 

  控除については、最寄りの税務署にお尋ねください。 

 

社団法人 多治見市シルバー人材センター 
〒５０７－００４８ 

岐阜県多治見市池田町２丁目１０３番地 

多治見市高齢者能力開発研修センター内 

電   話  ０５７２－２３－６６７７ 

ファックス   ０５７２－２３－１００８ 

電子メール   s-tajimi@mild.ocn.ne.jp 
ホームページ 

http://www8.ocn.ne.jp/~s-tajimi/ 
 

多治見市高齢者能力開発研修センター ホームページ 

http://www.aitai.ne.jp/~s-tajimi/index.html/ 
 

ふれあいサロンほっとふる ホームページ 

http://www1.ocn.ne.jp/~hotfull/ 

 

 


